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隊
舎
震
動
胆
事
曽
勤
飽
合
一

す
バ
て
の
組
合
員
の
皆
さ
ん
、
全
国
の
国
銀
刑
務
者
の
富
さ
ん
、

h
Z
M川
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同
け
川
山
川
川
門
川
い
け
川
円
い
l

一

五
月
十
七
日
夕
刻
、
分
・
ニ
臨
調

T
4都
会
(
加
藤
寵
都
会
長
)
は
、
断

U
て
許
す
2
と
の
で
さ
奇
い
、
国
録
狩
仇
一

運
動
解
体
の
憎
悪
に
み
ち

E
「
沖

4
都

会

報

告

」

を

提

出

し

定

。

-

斑
に
明
ら
が
志
よ
う
に
、
2
の
「
鞍
告
」
は
、
三
位
社
の
「
竹
革
」
と
り
わ
け
国
食
に
つ

υて
、
「
巨
大
租
綜
は
一

併
使
制
運
命
芙
周
体
的
に
一
体
献

ε持
ち
に
く
い
」
「
民
営
-
A
V
劃
す
壱

2
と
で
幅
広
い
事
業
が
で
き
、
謙
箪
位
を
一

確
保
ち
き
否
」
と
し
て
「
釘
埠
度
ま
ち
仁
民
営
・
分
劇
を
宅
百
さ
で
苔
」
と
す
吉
一
方
で
、
今
日
ま
ち
の
同
北
門
更
ぞ

に
耳
々

1
花
円
を
つ
み
上
げ
て
い
壱
抱
丈
苛
赤
由
J

の
車
京
丈
原
因
百
あ
壱
国
策
と
し
て
の
建
設
護
貿
信
つ
け
て
は
自
戻
一

/
-
党
・
安
配
者
階
級
の
利
益
を
く
ん
で
当
初
の
「
有
ち
切
リ
・
凍
結
」
の
綜
を
後
埠
さ
せ
「
当
令
の
間
見
合
せ
苔
」
に
わ

同
と
ど
め
吉
と
り
つ
嘩
宥
さ
む
窃
雪
。
特
に
罵
ら
つ
官
事
件
一
は
、
「
一
室
語
罷
」
と
称

ιご
、
最
丈
の
憎
蔑
と
倶

ωを
せ

バ
ヱ
め
て
、
①
宮
崎
規
俸
の
確
立
、
②
境
協
の
破
棄
・
鳥
止
、
③
厳
罰
・
差
別
人
事
、
@
新
味
停
止
合
理
化
物
き
岬

州
産
自
上
、
⑤
貨
物
・
也
安
貌
・
工
場
・
病
院
-
帯
の
分
離
・
金
・
鹿
、
@
乗
車
証
制
度
の
廃
止
、
⑦
給
与
の
払
抑
制
・
等
々
‘
引

け
と
め

E
3
具
体
的
攻
撃
項
目
を
窃
げ
て
、
既
得
権
の
全
面
酌
菅
暴
力
的
制
奪
を
宣
言

ιて
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事
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あ
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市
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撃
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事
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刈
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と
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け
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力
ラ
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ヤ
シ
ペ
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シ
仁
歯
を
く
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し
げ
フ
て
車
場
ち
不
屈
に
印
フ
ご
一
一

鉄
川
吉
全
国
の
国
錐
の
仲
間
在
ち
，
・

凶
喜
一
肱
の
側
の
責
任
を
全
面
的
に
・
ほ
宇
が
あ
リ
し
、
経
営
悪
化
の
原
因
は
全
て
寸
内
定
恨
・
閣
僚
の
不
安
定
さ
に
巧
苔
」
時

/
と
決
め
フ
け
、
極
的
て
意
図
的
苛
「
ヤ
ミ
・
打
ラ
・
悪
慣
行
」
攻
曹
を
寄
っ

-
5
っ
て
き
在
敵
の
本
音
在
、
は
フ
き
リ
ホ

徹
と
三
ご
ヒ
晃
と

U
け
苔

Z
と

桝

ち

ぎ

苔
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考
乏
で
毛
見
よ
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い
つ
ぐ
合
理
化
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過
患
ダ
イ
ヤ
の
申
で
常
仁
事
故
の
市
険

E
Cら
さ
れ
苛
併
ら
み
時
間
三
六
粗

削
五
日
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昼
と
↑
ぼ
く
夜
と
苛
く
仇
い
て
い
壱
我
々
国
鉄
骨
伯
若
ポ
Z
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r
つ
仰
い

τυ
く
巴
い
め
の
最
位
閣
内
相
亨
哲
貯
伺
酌

川
条
件
が
既
得
権
合
巧
リ
、
さ
さ
や
小
苛
亨
当
ば
位
賃
金
国
鉄
品
川
仇
看
と
窮
放
の
ギ
リ
ギ
り
の
生
活
を
支
え
て
い
さ
排
強

ツ
事
不
可
欠
の
生
活
給
の
一
部
で
は
↑
q
u
A
T
e
ヱ
の
ど

2
に
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だ
苦
み
。
ゃ
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官
ま
け
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抑
あ
苔
と

ωう
の
ず
F

・

事

の

エ
被
柳
川
者
き
れ
ば
ク
ぜ
に
な
り
、
さ
さ
や
が
志
当
伎
の
権
利
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軍
事
さ
克
。
せ
え
o
d
w
と
叩
か
れ
、
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乏
ぽ
見
令
さ
れ
、
抜

ジ

あ

3
う
華
か
ア
ッ
チ
吹
け
て
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警
報
が
弾
圧
に
の
リ
針
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Z
く
否
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三
九
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暴
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許
せ
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す
虫
け
ハ
フ
の
よ
う
に
踏
み
に
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リ
、
寸
国
策
』
め
右
の
下
に
圧
殺
し
て
ゆ
く
坊
の
三
重
環
ち
の
や
り
方
長

里
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権
力
の
暴
力
創
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全
く
問
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の
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国
鉄
労
伺
者
、
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全
て
の
野
物
看
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人
民
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今
薯
れ
か
が
っ
て
き
凶

三
て
い
否
の
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mを
許
せ
ば
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戦
前
の
暗
黒
・
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動
の
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代
で
寄
り
、
行
ぎ
っ
く
究
は
戦
争
と
侵
暗
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死
官
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日
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え
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ヴ
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に
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古
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り
を
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て
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放
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と
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が
き
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一
定
・
国
金
持
術
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の
怒
り
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戦
闘
町
力
を
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亮
さ
せ
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受
配
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フ
一
の
寺
議
、
ヱ
の
露
骨
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を
う
ち
く
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く
と
き
か
き
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t
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2
の
時
仁
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寸
行
革
L

推
進
の
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委
H

民
社
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食
労
と
手
を
組
ん
で
の
寸
五
者
共
闘
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服
話
線
ぱ
敗
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の
量
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・
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反
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司
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葉
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